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明けましておめでとうございます

上田中央地域協議会だより

　地域の皆様には、お健やかに新春をお迎えのこととお喜
び申し上げます。この度、「上田中央地域協議会だより」を
お届けするにあたり、当協議会のメンバー並びに活動内容
をご紹介いたします。
　合併以来3年が経過する中、新生上田市の地域内分権
をすすめるため、地域課題の解決や地域の個性を生かし
たまちづくりに向けて、地域をよく知る自治会、地区連合会
の皆さん、地域振興、産業経済、健康福祉、防犯防災、教育
文化、自然環境等の各分野で活動頂いている団体の皆さ
んから選出していただき、また公募にて参加された方を含
め20名の委員で構成している協議会であります。

　別掲のように、今年度は「歴史的資源である北国街道を
保全活用したまちづくり」と、地域の皆様方にご協力頂きま
したアンケート結果を踏まえ「生ごみ資源化と活用に関す
る件」の2件について、行政施策に反映して頂くよう提言し
てまいりたいと考えております。これら以外にも喫緊の課
題はあろうかと存じますが、地域の皆様のご意見をお寄せ
いただければ幸いです。皆様のご理解とご協力をお願い
しまして、発刊のごあいさつといたします。

上田中央地域協議会　会長　小林 正幸

「地域協議会」ってなに？ 「わがまち魅力アップ応援事業」ってなに？

　上田中央地域協議会では、2、3ページに掲載しま
した課題の解決を目指し、二つの分科会に分かれて
協働による視点で調査、研究を進め、活動をしてま
いりました。今後、意見書として取りまとめ、市に
提出を予定しています。
　分科会活動の記事をご覧になって、ご意見などあ
りましたら、右記の方法によりお寄せください。
　また、地域課題に関しての全般にわたる御要望、
御提案についても募集しています。

皆さんの御意見を
    募集しています！

　平成18年3月、4市町村が合併し新生上田市が誕生し
ました。旧上田地域は公民館単位の6地域に区分され、
第一次上田市総合計画に謳われた地域まちづくり方針
の実現に向け、行政と市民の協働によって取組んでいる
協議会と考えてください。市の諮問機関として位置づけ
られ、市長へ様々な提言をすることができます。

　平成20年度からスタートした上田市の補助事業です。
市民の皆さんが行う地域の魅力を引出す活動に対して補
助金によって支援する事業で、地域協議会がその提案の
審査を行います。中央地域では、
これまで2年間で15件の応募があ
り、うち11件が採択となりました。
　地域の資源を活かす事業や、
昔からの伝統を復活するような、
地域のためになる魅力あふれる
事業申請をお待ちしております。
　なお、詳しくは広報うえだ１/１
号をご覧下さい。

◆募集期間　1月4日～1月20日
◆提出先等　任意の用紙に氏名、年代、自治会名、意見を
　　　　　　記入の上、郵送かFAX、又は中央公民館「意
　　　　　　見箱」、まちづくり協働課「意見箱」へ提出し
　　　　　　てください。   
◆そ の 他　いただいたご意見は、地域協議会の中で地
　　　　　　域の声として協議・検討してまいりたいと考
　　　　　　えています。   
◆問合せ先　市役所まちづくり協働課
　　　　　　TEL 0268-22-0760（中央公民館）
　　　　　　FAX 0268-22-1633（中央公民館）
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集
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記 　初めての試みですが、地域協議

会のことを少しでも知っていただ
けることを願って作成しました。
　私もその一人ですが、中央地域
にはまだまだ皆さんに知られてい
ないことがたくさんあります。今
後も協議会の活動をお知らせする
とともに、地域の魅力をお伝えし
ていきたいと思います。
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▼

西部地域協議会との合同学習会 岩下の太鼓岩 ▼

▼

生ごみ堆肥化施設視察 常田の毘沙門堂見学 ▼

　上田中央地域協議会では、これまで活動
してきた協議を踏まえて、年度末までに意見
書の提出を予定しています。市政に反映さ
れるよう、より具体的な提案を考えており、最
終段階にきています。

全　体　会 9回
分　科　会 9回 （まち歩き、視察研修含）
学　習　会 3回
リーダー会 1回

　平成18年からスタート
した当協議会では、これ
までに2件の意見書を市
へ提出してまいりました。
この2件に関しては現在
市で検討中であります
が、今後も地域課題や地
域資源を活かしたまちづ
くりに関する提言を行っ
てまいります。

中央地域協議会の様子 〔市役所講堂〕

第
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委
員
名
簿

提出日
件　名

提言内容

回答要旨

商工課

H20.2.15
「ふるさと上田先人館」の創設

H21.9.8 
総合保健センター施設整備に関して

「中心市街地の賑わいの創出」と青少
年に希望と誇りを与える「ふるさと上田
先人館」の創設と観光事業への利活用
に関する提言

保健センター外構にかかるウォーキン
グ道路の整備に関連し、植栽など樹種
選定に関する住民意見の反映につい
ての提言

「中心市街地活性化準備室」が
設置され中心市街地の活性化
にさらに寄与していくよう関係
機関と連携しながら進めてまい
りたい。

文化振興課
「旧上田市立図書館」の後利用
のあり方も踏まえ、必要性につ
いて研究を進めてまいりたい。

健康推進課

・駐車台数260台程度
・芝生広場
・周回遊歩道500ｍ
これらについてはアウトライ
ンができつつありますが、植
栽する樹木の種類、ベンチ
の設置等未決定部分につい
ては、今後ご意見を賜りなが
ら進めてまいりたい。

21 年度採択事業 信濃国分寺　連の花を育てる会

▼

会議協域地西川⑥ 南城田上③
央中田上①

殿豊・科神④

会議協域地田塩⑤

部西田上②

域地田上

⑨ 会議協域地石武

⑦ 会議協域地子丸

域地田上
会議協域地

会議協域地

会議協域地

会議協域地

ータンセ治自域地田真
）庁本（ータンセ治自域地田上

地域協議会対象地区図

⑧真田地域協議会

ータンセ治自域地子丸

ータンセ治自域地石武

ータンセ治自域地田塩

ータンセ治自域地西川

ータンセ治自域地殿豊

提出方法

平成21年度の現在までの活動実績
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生ごみ堆肥化施設見学

（株）ドミソ
実際に堆肥化装置に生ごみを投
入し、堆肥になるまでの過程を確
認しました。

駒ヶ根市役所視察
既に実行されている「生ごみ循環
システム」導入の環境対策課の取
組みについて説明を受けました。

講演会出席
　

「回収されたアンケート用紙」

堆肥化についての理論と実践につ
いて幅広く勉強会に参加しました。
講師：宮沢正和氏

「生ごみは宝だ」
～燃やすなんてもったいない～

　上田市では平成21年3月に、バイオマス
タウンの実現を目指す宣言をしました。バ
イオマスとは、動植物から生まれた再生可
能な有機性資源のことで、今後、家畜排泄
物や生ごみなど、これまで使われてこな
かった（捨てられていた）資源を活かして
循環型社会の実現に向けて取組んでいくこ
とになります。

 ご存知ですか？
「上田市バイオマスタウン構想」

第二分科会の主な活動経過

アンケート集計結果（一部）

20年11月 分科会による活動スタート  

21年３月 プレアンケートの実施  

21年５月 駒ヶ根市視察  

21年７月 講演会の広聴  

21年９月 全自治会を対象としたアンケート  

21年11月 アンケート結果集計  

21年12月 意見書の検討  

22年１月 協議会だよりの発行  

　平成21年9月16日から実施した「可燃ごみ減
量化（生ごみ堆肥化）」に関するアンケートは、
皆さんのご協力により中央地域全世帯の1割を
越える1,310世帯からの回収が実現しました。 ※可燃ごみ袋には平均3.2割の生ごみが

　混入されていることが分かりました。 
※生ごみの分別に協力していただける
　方は83％となりました。

出さない
13％

1割
14％

2割
14％3割

20％

協力
したくない7％

その他8％

協力する
83％3割

20％

4割
8％

5割
14％

6割 5％

7割
3％

8割
5％

9割
1％
10割
1％

不明
2％

『可燃ごみの袋の中に入れる「生ごみ」の割合』 『今後、生ごみの分別に協力していただけるかどうか』

無回答2％

第1分科会　「歴史的資源を保全・活用したまちづくり」第1分科会　「歴史的資源を保全・活用したまちづくり」 第２分科会　「可燃ごみ減量化問題について」第２分科会　「可燃ごみ減量化問題について」

　近年、歴史ある建物が失われてきている一方、いく
つかの高層マンションが街中に建てられており、どこ
にでもある街になってきていると思いませんか。歴史
を物語る建物は地域にとって貴重であり、そこに住む
人々に地域への愛着を持たせてくれます。そこで、第

一分科会では今に残る北国街道 ( 江戸から中山道を追
分で分かれ、善光寺を経て越後につながる江戸期の街
道 ) をテーマに、地域の歴史的資源を守る方策や今後
のまちづくりについて検討を重ねてまいりました。そ
の結果は市へ意見書として提出します。

　現在、ゴミ処理施設の建設について検討されていま
すが、施設ができてもごみの排出量はまだまだ減らさ
なくてはなりません。私たち委員を含めて、ゴミ問題
は遠くの話のように考えてしまいがちですが、上田市
の人口の2割の人が暮らす中央地域はごみを出す量も
他の地域に比べ多いと考え、「可燃ごみ減量化に向け
て地域でできる取組みはないだろうか」という身近で
重大なテーマに真剣に取組んでまいりました。

　平成21年9月には中央地域の全自治会の皆さんにご
協力をいただき、可燃ごみ減量化（生ごみ堆肥化）に
関するアンケートを実施しました。回答してくださっ
た皆様には、多くの貴重なご意見をお寄せいただき、
皆様のお考えや今後の進め方が見えてまいりました。
この場をお借りしてご協力に感謝申し上げます。
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海野町本陣問屋跡 踏入の屋並

常田の蔵造りの家

踏入の井戸

蛭沢川 格子戸のある岩下の家並 用水が残る岩下の街道

　北国街道を歩き、歴史を物語る建物や景観に感動をしながら調査し、同じ街道
筋の西部地域協議会とともに学習会も開き研究しました。今となってはもう造れ
ない民家や独特の景観を、貴重な歴史的資源として地域で再確認し合って、まち
づくりに活かすことが必要であることを感じました。
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野
町

☜文政十年の原町二丁目
　  の脇本陣御休泊所

同年頃の大宮社前の　 
　　   御休所（茶屋）☞

竹内八十吉作（堀川神社本殿）

第二期協議会（平成20.4.1～平成22.3.31）では二つのテーマに絞り分科会を設
置して協議してきました。
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づくりに活かすことが必要であることを感じました。

海
野
町

☜文政十年の原町二丁目
　  の脇本陣御休泊所

同年頃の大宮社前の　 
　　   御休所（茶屋）☞

竹内八十吉作（堀川神社本殿）

第二期協議会（平成20.4.1～平成22.3.31）では二つのテーマに絞り分科会を設
置して協議してきました。

大 

屋
下 

堀
上 

堀
上 

沢
岩 

下
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明けましておめでとうございます

上田中央地域協議会だより

　地域の皆様には、お健やかに新春をお迎えのこととお喜
び申し上げます。この度、「上田中央地域協議会だより」を
お届けするにあたり、当協議会のメンバー並びに活動内容
をご紹介いたします。
　合併以来3年が経過する中、新生上田市の地域内分権
をすすめるため、地域課題の解決や地域の個性を生かし
たまちづくりに向けて、地域をよく知る自治会、地区連合会
の皆さん、地域振興、産業経済、健康福祉、防犯防災、教育
文化、自然環境等の各分野で活動頂いている団体の皆さ
んから選出していただき、また公募にて参加された方を含
め20名の委員で構成している協議会であります。

　別掲のように、今年度は「歴史的資源である北国街道を
保全活用したまちづくり」と、地域の皆様方にご協力頂きま
したアンケート結果を踏まえ「生ごみ資源化と活用に関す
る件」の2件について、行政施策に反映して頂くよう提言し
てまいりたいと考えております。これら以外にも喫緊の課
題はあろうかと存じますが、地域の皆様のご意見をお寄せ
いただければ幸いです。皆様のご理解とご協力をお願い
しまして、発刊のごあいさつといたします。

上田中央地域協議会　会長　小林 正幸

「地域協議会」ってなに？ 「わがまち魅力アップ応援事業」ってなに？

　上田中央地域協議会では、2、3ページに掲載しま
した課題の解決を目指し、二つの分科会に分かれて
協働による視点で調査、研究を進め、活動をしてま
いりました。今後、意見書として取りまとめ、市に
提出を予定しています。
　分科会活動の記事をご覧になって、ご意見などあ
りましたら、右記の方法によりお寄せください。
　また、地域課題に関しての全般にわたる御要望、
御提案についても募集しています。

皆さんの御意見を
    募集しています！

　平成18年3月、4市町村が合併し新生上田市が誕生し
ました。旧上田地域は公民館単位の6地域に区分され、
第一次上田市総合計画に謳われた地域まちづくり方針
の実現に向け、行政と市民の協働によって取組んでいる
協議会と考えてください。市の諮問機関として位置づけ
られ、市長へ様々な提言をすることができます。

　平成20年度からスタートした上田市の補助事業です。
市民の皆さんが行う地域の魅力を引出す活動に対して補
助金によって支援する事業で、地域協議会がその提案の
審査を行います。中央地域では、
これまで2年間で15件の応募があ
り、うち11件が採択となりました。
　地域の資源を活かす事業や、
昔からの伝統を復活するような、
地域のためになる魅力あふれる
事業申請をお待ちしております。
　なお、詳しくは広報うえだ１/１
号をご覧下さい。

◆募集期間　1月4日～1月20日
◆提出先等　任意の用紙に氏名、年代、自治会名、意見を
　　　　　　記入の上、郵送かFAX、又は中央公民館「意
　　　　　　見箱」、まちづくり協働課「意見箱」へ提出し
　　　　　　てください。   
◆そ の 他　いただいたご意見は、地域協議会の中で地
　　　　　　域の声として協議・検討してまいりたいと考
　　　　　　えています。   
◆問合せ先　市役所まちづくり協働課
　　　　　　TEL 0268-22-0760（中央公民館）
　　　　　　FAX 0268-22-1633（中央公民館）

こ
れ
ま
で
提
出
し
た
意
見
書
に
つ
い
て

編
集
後
記 　初めての試みですが、地域協議

会のことを少しでも知っていただ
けることを願って作成しました。
　私もその一人ですが、中央地域
にはまだまだ皆さんに知られてい
ないことがたくさんあります。今
後も協議会の活動をお知らせする
とともに、地域の魅力をお伝えし
ていきたいと思います。

【
第
一
分
科
会
】
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【
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科
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▼

西部地域協議会との合同学習会 岩下の太鼓岩 ▼

▼

生ごみ堆肥化施設視察 常田の毘沙門堂見学 ▼

　上田中央地域協議会では、これまで活動
してきた協議を踏まえて、年度末までに意見
書の提出を予定しています。市政に反映さ
れるよう、より具体的な提案を考えており、最
終段階にきています。

全　体　会 9回
分　科　会 9回 （まち歩き、視察研修含）
学　習　会 3回
リーダー会 1回

　平成18年からスタート
した当協議会では、これ
までに2件の意見書を市
へ提出してまいりました。
この2件に関しては現在
市で検討中であります
が、今後も地域課題や地
域資源を活かしたまちづ
くりに関する提言を行っ
てまいります。

中央地域協議会の様子 〔市役所講堂〕

第
二
期
委
員
名
簿

提出日
件　名

提言内容

回答要旨

商工課

H20.2.15
「ふるさと上田先人館」の創設

H21.9.8 
総合保健センター施設整備に関して

「中心市街地の賑わいの創出」と青少
年に希望と誇りを与える「ふるさと上田
先人館」の創設と観光事業への利活用
に関する提言

保健センター外構にかかるウォーキン
グ道路の整備に関連し、植栽など樹種
選定に関する住民意見の反映につい
ての提言

「中心市街地活性化準備室」が
設置され中心市街地の活性化
にさらに寄与していくよう関係
機関と連携しながら進めてまい
りたい。

文化振興課
「旧上田市立図書館」の後利用
のあり方も踏まえ、必要性につ
いて研究を進めてまいりたい。

健康推進課

・駐車台数260台程度
・芝生広場
・周回遊歩道500ｍ
これらについてはアウトライ
ンができつつありますが、植
栽する樹木の種類、ベンチ
の設置等未決定部分につい
ては、今後ご意見を賜りなが
ら進めてまいりたい。

21 年度採択事業 信濃国分寺　連の花を育てる会

▼

会議協域地西川⑥ 南城田上③
央中田上①

殿豊・科神④

会議協域地田塩⑤

部西田上②

域地田上

⑨ 会議協域地石武

⑦ 会議協域地子丸

域地田上
会議協域地

会議協域地

会議協域地

会議協域地

ータンセ治自域地田真
）庁本（ータンセ治自域地田上

地域協議会対象地区図

⑧真田地域協議会

ータンセ治自域地子丸

ータンセ治自域地石武

ータンセ治自域地田塩

ータンセ治自域地西川

ータンセ治自域地殿豊

提出方法

平成21年度の現在までの活動実績
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